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技術の名称 柱状地盤改良工法を用いた堆積土砂の地中埋設封じ込め+液状化防止  

概  要 

津波堆積土砂を有効利用する方法。  

津波堆積土砂をセメントミルクに混入し、大口径柱状地盤改良工法「エ  

ポコラム工法により、地中に埋め込んでしまう。同工法により地盤が  

盛り上がることを利用し、地盤沈下箇所に適用、地盤を隆起させ、浸  

水部分の復旧に利用。２次効果として液状化防止策。  

技術登録等 NETIS 登録 No.KT-980205-V 他 

技術の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁 

あり 

1．基本的な考え方  

 ・ 津波堆積土砂を大口径柱状地盤改良工法「エポコラム工法に  

   より地中に埋設してしまう。  

 ・ 堤体下地盤の液状化防止に活用。  

 ・ 同工法により地盤が盛り上がることを利用し、地盤沈下箇所  

   に適用、地盤を隆起させ、浸水部分の復旧に利用。  

２．対象津波堆積土  ： 細粒分（粘土質、ヘドロ）堆積土砂  

３．本技術を活用するための設備や方法等  

 堆積土砂をセメントミルクに投入混練、地中に入れ込む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

堆積土砂投入 
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技術の概要 

（つづき） 

４．本技術を活用し、得られた目的物の性状等  

 改良された土の物性は土砂、セメントの混合量により変更できる。  

 ・ 一軸圧縮強さ  qu：100～1,000kN/m2 

 ・ 単位体積重量  γt：原位置とほぼ同等  

 ・ 改良された地盤は液状化対策、沈下対策、盛土の安定（すべ  

   り）対策などに効果がある。  

 ・ 盛り上がり土は原位置の土であり、耕作地の客土、かさ上げ  

   盛土として利用可能である。  

 

５．利用先・用途（実績等）  

  ・ 盛土、堤体の支持、沈下、すべり対策  

  ・ 構造物（擁壁、ケ－ソン、建築物）の支持力確保  

  ・ 液状化対策  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        【改良イメ－ジ図】  

 

盛り上り土

埋め戻し

盛り上り土

埋め戻し

地震で沈降、
浸水した箇所

・盛り上り土量は注入量の7～8割
・盛り上がった土は現位置の土がほとんど
（入れ込んだスラリ－は封じ込められる）

柱状地盤改良工法「エポコラム工法」による
津波堆積土砂注入、封じ込め

セメント＋
土砂スラリ－
吐出

改良径
φ ：2500ｍｍ
まで可能

改良された地盤は液状化、 

沈下防止などに効果 


